
         

 

 

 

 横浜市道志青少年野外活動センターの指定管理者指定について 

 

１ 横浜市道志青少年野外活動センター指定候補者の名称、指定期間   

   指定候補者：財団法人 横浜市体育協会（２年間：平成２３年４月１日～平成２５年３月３１日） 

※指定期間は、施設の老朽化等に課題があり、２３年末までに今後の方向性を整理するため、 

２年間とした。 

 

２ 指定候補者選定・評価方法、選定の経過 

      指定候補者の選定に当たっては、短期間の暫定的な運営となるため、円滑な運営を期して、こ

れまでに実績のある「財団法人 横浜市体育協会」を審査の対象とし、非公募による審査を行った。 

(1) 応募資格確認 

    要項上の応募資格の確認 

(2) 選定方法    

     第１次審査：書類審査、財務状況診断等 

     第２次審査：プレゼンテーション 

 (3) 評価方法 

    基本方針、事業計画、管理運営等の評価基準により総合評価を行った。 

（各委員配点１０５点 委員全員の平均点をもって評価点とした。）※最低基準点６０点 

 (4) 選定委員会   

２２年１２月１４日 第１次審査（書類審査等） 

２３年 １月６日 第２次審査（プレゼンテーション） 

 

３ 選定委員会委員 

委員長  犬塚 文雄  横浜国立大学教育人間科学部附属教育ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰ 教授 

委 員  石井 一也  横浜市青少年指導員連絡協議会 会長 

       上坂 渉   社団法人神奈川県経営診断協会 副理事長 

       栗原 秀泰  横浜市ＰＴＡ連絡協議会 役員 

        小松 督   関東学院大学工学部 教授 

 

４ 指定候補者に関する評価・意見、選定結果 

 基本方針、事業計画、管理運営等について提案内容を審査した結果、老朽化が課題とされる施

設の運営において、安定した施設管理体制が確保されているとともに、マネジメント力も非常に

しっかりしており、安心感があることなどが評価された。 

指定候補者 点数 

(財)横浜市体育協会 90.0/105 

  

 裏面あり  
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【参考】横浜市道志青少年野外活動センターの概要 

(1) 所 在 地 ：山梨県南都留郡道志村字大
おお

指
ざし

（キャンプ場）、字平
ひら

久住
く ず み

（スポーツ広場） 

 (2) 現指定管理者 ：財団法人 横浜市体育協会  

 (3) 指定管理期間 ：平成１８年４月１日～平成２３年３月３１日 

 (4) 指 定 管 理 料 ：１４,８４２千円（平成２２年度予算）  

 (5) センター使用料 ：無  料 （実費のみ）  

 (6) 根 拠 条 例 ：横浜市青少年野外活動センター条例（昭和４３年制定） 

 (7) 設 置 目 的 ：横浜市の青少年に自然環境における共同生活の場を提供することにより、そ

の心身の健全な発達を図ること。 

 

 キャンプ場の概要・施設の利用状況 

(1) 開 設：昭和４４年（昭和４８年現地移転） 

 (2) 敷 地：６８,７００㎡ 

 (3) 施 設 概 要：管理棟､雨天集会場､野外炊事場､キャンプファイア場､ 

テントサイト４か所他 

 (4) 利 用 期 間：７月中旬から８月３１日まで   

 (5) 利 用 状 況：横浜市民利用率９８％（平成２１年度） 

利用者数 19 年度 4,336人 20 年度 4,303人 21 年度 4,442人
 

 

 スポーツ広場の概要・施設の利用状況 

(1) 開 設：昭和５３年（市と村の交流施設として位置付け） 

 (2) 敷 地：７,４３８㎡ 

 (3) 施 設 概 要：クラブハウス、テニスコート２面、多目的広場、ゲートボール場１面 

 (4) 利 用 期 間：通 年  休所日：年末年始、施設点検日 

 (5) 利 用 状 況：横浜市民利用率６４％・道志村民利用率１９％（平成２１年度） 

利用者数 19 年度 5,152人 20 年度 5,957人 21 年度 4,274人

   

 

 

 


